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長時間労働者に対する
面接の実際
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実際上準備すべき３点

１ 勤務間インターバル

２ ストレスチェックの充実

３ セルフケアの徹底
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労働時間等設定改善法

２０１９年

勤務間インターバル

１１時間の努力義務化
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労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト
（2023 年改正版） 図４



時間外労働等改善助成金
②勤務間インターバルコース
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産業医業務強化＠働き方改革

①産業医＆業務内容：社内掲示

②80時間/月以上労働 従事者情報→産業医に

③長時間労働者 面接指導対象：100→80時間/月

④衛生委員会に調査審議： 議案提出可能に

④勧告：事前に事業者と確認、衛生委員会へ報告
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80項目版ストレスチェック： 一体感 や

ワークエンゲイジメントも 測定可
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多言語対応
日本語・米語・スペイン語・ポルトガル語・
ペルシャ語・ベトナム語・タガログ語・中国語
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ストレスチェック実施義務化9年目
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2023年度職業性ＳＣ実施センター実施実績

【対象】 274社の労働者数 135，842人

【受検率】 80.6％

【高ストレス者】 12.1％・・・・①

【医師面接希望】 0.27％・・・・①×１/45

【集団分析実施事業者】 100%

【職場環境改善計画 実施事業者】32.4%
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相互協力：報連相先

 管理職・上司
 衛生管理者・同僚など
 こころの耳
 健保/共済組合 ホットライン
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こころの耳
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図１８QIDS-JのオンラインサイトのQRコード



参加者特典 演者使用の問診票

電子ファイル入手可能サイトのQRコード
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編集：合同会社パラゴン
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